
食育推進施策１　家庭における食育の推進

取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

1

朝食毎日
きちんと食
べよう大作
戦

保 医
(健推)

子どもの頃からの適切な生活習慣の
確立を目指して、朝食の大切さの普
及啓発を実施し、「岡山県食の安全・
食育推進計画」の目標である学童期
の朝食摂取率１００％の達成に向け
て、おにぎりづくりを中心とした普及
啓発イベントを行う。

教育
(生涯)

早寝、早起き、朝ごはんなど、子ども
の望ましい基本的生活習慣を育成
し、生活リズムの向上を一層推進する
ために、市町村をはじめ、学校、幼稚
園やＰＴＡ等の関係団体、保健医療
部局等とも連携し、地域ぐるみで取組
を推進する。

◆キャンペーン月間
おかやま教育の日（ １
１月１日 ）、岡山県家
庭教育応援の日（ 11
月第3日曜日 ） を 含
む 1 か月間

◆キャンペーン週間
５月～６月、８月～９
月、１月～２月のうち、
それぞれ２週間

◆キャンペーン後の
取組
優良活動表彰

「ぱっちり！モグモグ」生
活リズム向上キャンペー
ン月間・習慣を中心に、
学校園・団体等における
幼児児童生徒や保護
者、地域に向けての生活
リズム向上のための活動
を実践し、工夫した取組
を行っている７団体を表
彰。優秀賞の中でも、他
団体へ普及すべき特に
優れた活動を行っている
と認められる３団体を最
優秀賞として表彰。

◆キャンペーン月間
おかやま教育の日（ １
１月１日 ）、岡山県家
庭教育応援の日（ 11
月第3日曜日 ） を 含
む 1 か月間

◆キャンペーン週間
５月～６月、８月～９
月、１月～２月のうち、
それぞれ２週間

◆キャンペーン後の取
組
優良活動表彰

食育推進施策実施状況

No 施策名 部局 令和７年度（予定）

朝食を毎日
食べる児童・
生徒の割合
100％

2

「ぱっち
り！モグモ
グ」生活リ
ズム向上
キャン
ペーン

岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果）

朝食を毎日
食べる児
童・生徒の
割合　100％

〈事業名〉
朝食毎日きちんと食
べよう大作戦
〈期　日〉
令和６年８月８日
〈場　所〉
岡山県南部健康づくり
センター
〈参加者〉
里庄町児童クラブ小
学生徒約20名、県知
事、栄養委員、事務
局員
〈内　容〉
おにぎり等短時間で
簡単にできる朝食メ
ニューの調理実習、
食育クイズ、おはしを
使ったゲーム

朝食を毎日食べる者の
割合
岡山県計　86.7%
小学生　89.3%
中学生　80.9%
（令和５年度子どもの食
事アンケート）

〈事業名〉
朝食毎日きちんと食べ
よう大作戦
〈期　日〉
令和７年８月６日
〈場　所〉
岡山県南部健康づくり
センター
〈参加者〉
奈義町小学生等 約20
名、県知事、保健医療
部長、栄養委員、事務
局員
〈内　容〉
おにぎり等短時間で
簡単にできる朝食メ
ニューの調理実習、食
育クイズ、おはしを
使ったゲーム

資料２
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食育推進施策２　地域における食育の推進

取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

4
健康づく
り普及事
業

保 医
(健推)

「健康づくりのための食生活指針」
の基本を踏まえて、住民の健康づ
くりに対する意識を高め、望ましい
食習慣の定着を促進するため、
地域の特性に応じた事業を実施
する。

各保健所・支所栄
養改善協議会で実
施予定

〈健康づくり普及教室〉
・栄養委員研修会
 回数：３４３回
 参加者数：５，６１６人
・食生活講座
 回数：８９６回
 参加者数：２１，３１３人
〈健康づくり普及啓発イ
ベント>
 回数：１８２回
 参加者数：１５，８３７人

各保健所・支所栄養
改善協議会で実施
予定

保 医
(健推)

給食施設の管理者・従事者に対
して、栄養管理・衛生管理等につ
いての研修を行い、利用者の健
康保持、増進を図る。

給食施設管理者研
修会・従事者研修
会は、各保健所・支
所で実施予定。

岡山県給食協議会
に委託して行う特定
給食施設関係者研
修会は、令和６年８
月６日に開催予定。

岡山県栄養士会に
委託して、栄養士研
修会を実施予定。

〈給食施設管理者研修
会〉
回数：６回
参加者数：２２９施設 ３
０４人
〈給食施設従事者研修
会〉
回数：８回
参加者数：４０７施設
６２３人
〈特定給食施設関係者
研修会〉
（岡山県給食協議会委
託）
参加者数：７００人
〈岡山県栄養士研修
会〉
（岡山県栄養士会委
託）
参加者数：２４人

給食施設管理者研
修会・従事者研修会
は、各保健所・支所
で実施予定。

岡山県給食協議会
に委託して行う特定
給食施設関係者研
修会は、令和７年８
月４日に開催予定。

岡山県栄養士会に
委託して、栄養士研
修会を実施予定。

3

給食施設
管理者・
従事者研
修会の開

催

岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果）
No 施策名 部局

令和７年度（予定）
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

6

ホーム
ページ
「第３次
健康おか
やま２１」
の充実

保  医
(健推)

２１世紀の県民健康づくり指針「第
３次健康おかやま２１（食育含
む）」を広く県民に普及するために
開設したホームページの充実を
図る。

適宜更新予定 適宜更新を実施 適宜更新予定

7
おかやま
食育推進
協賛事業

保 医
(健推)

地域で活動を行っている各種団
体や、学校、企業、市町村等が行
う事業で、食育推進の目的に沿っ
て実施される事業を協賛事業とし
て認定し、ホームページ等に掲載
し活動を紹介する。

継続して実施中

おかやま食育推進協
賛事業
2件認定
（当初からの認定件数
は１０２件）

継続して実施中

5

食育ネク
ストス

テージプ
ロジェクト

保 医
(健推)

保健所・支所が中心となり、関係
機関・団体等と連携し、計画に掲
げる目標を達成するための事業を
展開する。

各保健所・支所で
ジュニア食育プロ
ジェクトを実施予
定。

若い世代を対象とし
た食育リーフレットを
新たに作成予定。

〈ジュニア食育プロジェ
クト検討会〉
回数：１３回
〈若者世代への食育講
座〉
回数：１４回　参加者
数：１，２２９人

・「食育リーフレット～
やせたらキレイって本
当？」（若い女性向け）
を作成し、保健所・支
所をはじめ、中学校・
高等学校・大学等にも
配布した。
・「食育ナビ～マイスタ
イル朝ごはん～」を増
刷した。

各保健所・支所で
ジュニア食育プロ
ジェクトを実施予
定。

働き盛り世代を対象
とした食育リーフレッ
トを作成予定。

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

8

オーラル
フレイル
予防の普
及啓発
（8020健
康長寿社
会づくり
推進事
業）

保  医
(健推)

県民が、健口体操・嚥下体操（あ
いうべ体操、パタカラ体操など）な
どのオーラルフレイル予防に早期
に取り組めるよう、リーフレットを配
布し、普及啓発を行う。

岡山県歯科医師会
と連携し、食欲低下
や低栄養の発端と
なるオーラルフレイ
ルについて、その早
期発見・予防に取り
組めるよう、リーフ
レットを配布し、普
及啓発を行う。

健口体操・嚥下体操な
どオーラルフレイル予
防についてのリーフ
レットを、保健所支所、
市町村を通じて県民に
配布した。

岡山県歯科医師会
と連携し、食欲低下
や低栄養の発端と
なるオーラルフレイ
ルについて、その早
期発見・予防に取り
組めるよう、リーフ
レットを配布し、普及
啓発を行う。

9
米の消費
拡大

農  水
(農企)

米を中心とした栄養バランスに優
れた「日本型食生活」を定着させ
るため、今後の食生活の動向に
大きな影響を及ぼす若い世代に
重点を置き、米の重要性の啓発と
ごはん食の普及を進める。

各種施策を通じて、
活動支援する。
ごはん・お米と私作
文コンクール後援
各種イベントでのＰ
Ｒ

これからの食・農を担う
世代の子どもたちに、
米・ごはん食、稲作に
ついての学びを深めて
もらえた。

各種施策を通じて、
活動支援する。
「ごはん・お米とわた
し」作文・図画コン
クール後援
各種イベントでのＰＲ

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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食育推進施策３　学校・保育所等における食育の推進

取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

10
学校給食
担当者等
研修講座

教　育
(保体)

学校給食と食育（食に関する指
導）の意義と役割について認識を
深め、安全で魅力ある学校給食
及び学校給食指導の充実を目的
に実施する。

隔年開催 令和7年11月12日
（水）
岡山県総合教育セ
ンターにて開催予定
主催：岡山県教育委
員会
共催：公益財団法人
岡山県学校給食会
対象：給食主任又は
学校給食担当教諭
等、市町村教育委
員会の学校給食担
当者等

11

岡山県学
校給食研
究協議大
会

教　育
(保体)

学校給食の意義と役割について
認識を深め、その指導と管理運営
の改善充実を図るため、当面する
諸問題（衛生管理、栄養管理、健
康問題等）について研究協議を
行い、学校給食の充実発展と、職
員の資質向上を図る。

令和6年7月30日
（火）
コンベックス岡山に
て開催
主催：(公財)岡山県
学校給食会
共催：岡山県教育
委員会、岡山市教
育委員会
対象：学校給食関
係者

令和６年7月30日（火）
コンベックス岡山にて
開催
主催：公益財団法人岡
山県学校給食会
共催：岡山県教育委員
会、岡山市教育委員
会
対象：学校給食関係者

令和７年７月29日
（火）
コンベックス岡山に
て開催
主催：(公財)岡山県
学校給食会
共催：岡山県教育委
員会、岡山市教育
委員会
対象：学校給食関係
者

岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果）No 施策名 部局 令和７年度（予定）
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

13

噛ミング
30運動
（1201運
動推進事
業）

保  医
(健推)

園児・児童がよく噛んで食べること
に関心が持てるよう歯科衛生士を
派遣し、学校園と連携して、食べ
方の発達支援及び知識の普及啓
発を行う。

実施校園：30
校程度を予
定

園児・児童が噛むこ
となど口腔機能につ
いての知識を習得
できるよう歯科衛生
士による指導を受け
る。（1201運動推進
事業）

実施校園：２６校
参加者数：８９４名

園児・児童が噛むこ
となど口腔機能につ
いての知識を習得
できるよう歯科衛生
士による指導を受け
る。（1201運動推進
事業）

実施校園：30
校程度を予
定

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）

「朝ごはん
を食べるこ
とはたいせ
つだ」と回
答した児童
生徒の割
合
小学校
R2 85.1％
→R6 95.0%
中学校
R2　86.2％
→R6
95.0％

公益社団法人岡山
県栄養士会等と連
携し、新見市１中学
校、県立岡山南高
等学校(計２校)の運
動部活動において
栄養教諭等と部活
動顧問が連携して
スポーツ栄養学に
基づく食に関する指
導を行い、生徒が自
身に必要な栄養素
や望ましい食事のと
り方を理解して実践
することで、それぞ
れの成長期に応じ
て適切に発育発達
し、パフォーマンス
を最大限に発揮す
ることができるよう実
践研究を行う。

各モデル校において、
公益財団法人岡山県
栄養士会から派遣され
た公認スポーツ栄養士
のアドバイスの下、運
動部活動においてス
ポーツ栄養学に基づく
食に関する指導を行っ
た。企業、県内大学と
も連携し、食育講演会
や講義を実施するな
ど、該当部活動に限ら
ず学校全体での取組
も行った。

12

「運動部
活動方
針」実践
推進事業
（部活動
を通じた
食育の実
践）

教　育
(保体)

部活動の場面において、スポーツ
栄養に基づく食に関する指導を
行い、生徒がそれぞれの成長期
に応じて適切に発育発達し、パ
フォーマンスを最大限に発揮する
ことができるよう実践研究を⾏う。

第３次岡山県
教育振興基
本計画
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

14

岡山県学
校
歯科保健
研修会

保  医
(健推)
教　育
（保体）

学校歯科保健関係者を対象に研
修会を開催し、資質の向上を図
る。

令和６年１１月～１２
月
オンライン開催
主催：岡山県歯科
医師会、岡山県教
育委員会
対象：歯科医師、歯
科衛生士、学校の
歯科保健担当者等

令和7年3月～4月
オンライン開催（オンデ
マンド配信）
主催：岡山県歯科医師
会、岡山県教育委員
会
対象：歯科医師、歯科
衛生士、学校の歯科
保健担当者等

隔年開催

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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食育推進施策４　生産・流通等における食育の推進

取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

16
学校給食
用牛乳
供給事業

農  水
(畜産)

（学校給食用牛乳の供給）
安全で質の高い県産牛乳を学校
給食に継続して安定供給すること
で、児童生徒の体位体力の向上
と牛乳の消費拡大に資する。

（学校給食用牛乳
の供給）
安全で質の高い県
産牛乳を学校給食
に継続して安定供
給することで、児童
生徒の体位体力の
向上に資するととも
に、県内酪農の安
定的発展及び消費
者の信頼確保と牛
乳の需要拡大を図
る。

(学校給食用牛乳の供
給)
538校（小学校369校、
中学校151校、夜間高
校3校、その他学校15
校）の159,376人に5，
808トン（29,039,697本
(200ml/本)）を供給し
た。

（学校給食用牛乳の
供給）
安全で質の高い県
産牛乳を学校給食
に継続して安定供
給することで、児童
生徒の体位体力の
向上に資するととも
に、県内酪農の安
定的発展及び消費
者の信頼確保と牛
乳の需要拡大を図
る。

＜おかやまからだ
晴れ食サポーター
登録事業＞
旧事業である「栄養
成分表示の店」登
録事業の登録店へ
の周知等、機会を
捉えて食品関連事
業者への周知をす
る。

<食環境づくり事業>
中食対象事業者で
の取組は、健康推
進課が主体で実
施。
健康づくりを目的と
した給食施設での
取組は、保健所・支
所が主体で実施。

＜おかやまからだ晴れ
食サポーター登録事
業＞
登録店（施設）数：５６
店（施設）

＜食環境づくり事業＞
中食対象事業者での
取組
・既存商品の減塩化
　取組事業者：１社
健康づくりを目的とした
給食施設での取組
・汁物の減塩化
　取組施設：６施設
　減塩しなかった場合
と比べ、提供食塩量が
3,210ｇ減少

＜おかやまからだ晴
れ食サポーター登
録事業＞
各保健所・支所管内
の飲食店等に、県
等の広報媒体を活
用して周知をする。

<食環境づくり事業>
中食対象事業者で
の取組は、健康推
進課が主体で実
施。
健康づくりを目的と
した給食施設での
取組は、保健所・支
所が主体で実施。

15

おかやま
からだ晴
れ食サ
ポート事
業

保  医
(健推)

県民が自身の健康関心度等の程
度に関わらず、自然に健康な行
動をとることができる食環境を整
備する。
外食及び中食、内食に関連のあ
る食品事業者の取り組んでいる健
康づくりの取組について宣言（申
請）をしていただき、食を通じた健
康づくりを推進する。

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

①地域で食品ロス
削減の輪を広げよ
う！モデル事業
　県内２カ所で実施
②食品ロス削減月
間キャンペーンの実
施
　10月１日～10月31
日
③食品関連事業者
とフードバンクを繋
ぐマッチングサービ
ス「おかやまフードト
リップ」の運用、利用
促進に向けた周知

①地域で食品ロス削減
の輪を広げよう！モデ
ル事業
　県内２カ所で実施
②食品ロス削減月間
キャンペーンの実施
③食品関連事業者と
フードバンクを繋ぐマッ
チングサービス「おか
やまフードトリップ」の
運用、利用促進に向け
た周知

①食品ロス削減の
輪を広げよう！学校
連携事業
　県内３カ所で実施
②食品ロス削減月
間キャンペーンの実
施
　10月１日～10月31
日
③食品ロス削減に
関するフォーラムの
開催
④食品関連事業者
とフードバンクを繋ぐ
マッチングサービス
「おかやまフードト
リップ」の運用、利用
促進に向けた周知

18

食品ロ
ス・家庭
ごみ削減
促進事業

環　文
(循環)

食べられるのに廃棄される「食品
ロス」の削減を進めるため、多方
面への啓発を展開する。

17
地産地消
の推進

農　水
(農振)

「自分たちの住む地域で作られた
ものを、その地域で消費しよう」を
キーワードに、生産者と消費者の
相互理解を深め、安全で安心な
県産農林水産物の安定供給と消
費拡大を目指す。

地産地消協力店の
登録拡大
県産農産物等利用
実態調査

・県のホームページや
岡山観光WEBで地産
地消協力店及び直売
所の情報を発信した。
・「るるぶFREE岡山」へ
地産地消をPRする広
告を掲載した。
・岡山県食の安全・食
育推進協議会におい
て関係各所に対し、地
域食材の利用促進へ
の協力を依頼した。
・生活協同組合おかや
まコープと連携し、県
産農林水産物の消費
拡大を図るイベントを
開催した。
〈地産地消協力店〉
R6.3月末：326店舗
R7.3月末：319店舗

地産地消協力店・直
売所の情報発信
地産地消協力店の
登録拡大

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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食育推進施策5　県民が食育を実践できる環境づくりの推進

取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

19

栄養成分
表示見と
く(得)事
業

保 医
(健推)

保健所・支所で講習会を開催し、
加工食品・外食の栄養成分表示
や保健機能食品制度に関する知
識の普及を図る。

各保健所・支所で、
消費者に栄養成分
表示の見方などを
理解してもらうため
の講習会を開催す
る。
また、栄養委員を対
象に講習会を開催
し、地域住民の食生
活サポーター（あな
たの食生活お支え
し隊）として活躍して
もらう。

食品の虚偽・誇大
表示等に関する事
業者からの相談指
導に応じ、食品の表
示に関する知識の
普及を図る。

〈まちなか講習会〉
回数：１４回
参加者数：６３４人

〈「あなたの食生活お
支えし隊」養成講座〉
回数：１０回
参加者数：３１９人

栄養成分表示見とく
（得）事業は廃止し、
「栄養成分表示活用
推進事業」として実
施する。

各保健所・支所で、
消費者が栄養成分
表示を理解し健康
管理に活用できるよ
う、栄養成分表示の
見方や特定保健用
食品、機能性表示
食品などについての
講演・講話を行う。

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標
（安心）
ホームページ等で
食品表示に関する
知識の周知を図る。

（安心）
ホームページ等で食
品表示に関する知識
の周知を図った。

（安心）
ホームページ等で
食品表示に関する
知識の周知を図る。

（生衛）各保健所で
実施予定

（生衛）
各保健所で衛生講習
会を実施した。また、
衛生事項に関する食
品表示相談への対応
を行った。

（生衛）各保健所で
実施予定

（安心）
販売店を対象とする
表示遵守状況調査
を実施する際や事
業者からの相談に
対応する際に個別
に周知を図る。ま
た、事業者からの相
談に応じる。

（安心）
販売店を対象とする表
示遵守状況調査を実
施する際や事業者から
の相談に対応する際
にパンフレットを配布
するなど周知を図っ
た。

（安心）
販売店を対象とする
表示遵守状況調査
を実施する際や事
業者からの相談に
対応する際に食品
表示制度の周知を
図る。また、事業者
からの食品表示に
係る相談に応じる。

研修会開催
数

3回

（農産）
食品表示制度の普
及啓発のため、直
売所関係者や６次
産業化に取り組む
農業者を対象に食
品表示研修会を開
催する。

（農産）
３回

（農産）
食品表示制度の普
及啓発のため、直売
所関係者や６次産
業化に取り組む農
業者を対象に食品
表示研修会を開催
する。

研修会開催
数

3回

21

表示を行う事業者に対し、講習会
の開催やパンフレットの配布を通
じ、食品表示制度の周知を行うと
ともに、事業者からの相談には各
担当課が窓口となって対応を行
う。

20

食品表示
に対する
消費者の
理解の促
進

県 生
(安心)
農 水

(農産・畜
産・林政・

水産)
保 医
(生衛)

消費者が、表示内容を正しく理解
し、購入時の選択に役立てたり、
適切に食品を取り扱って健康危
害が発生しないよう、食品表示に
関する知識の普及を行う。

食品表示
法の周知
及び相談
対応

県 生
(安心)
農 水

（農産・畜
産・林政・

水産）
保 医
(生衛)

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）
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取組内容 取組指標 目標 具体的な取組 結果 具体的な取組 取組指標 目標

遵守状況調
査店舗数

96店舗

（安心）
販売店を対象として
食品表示法や米ト
レーサビリティ法の
遵守状況調査を行
う。

（安心）
販売店等事業者へ、
食品表示法及び米ト
レーサビリティ法の遵
守状況調査を計98件
実施した。
遵守状況調査時を含
め40件の事業者指導
等を行った。

（安心）
販売店等事業者
へ、食品表示法及
び米トレーサビリティ
法の遵守状況調査
を行う。 遵守状況調

査調査事業
者数

96事業者

適正表示の
調査店舗数

50店舗

（農産）
直売所等を対象に
食品表示等の点検
を実施し、不適切な
表示があった場合、
指導を行う。

（農産）
34件

（農産）
直売所等を対象に
食品表示等の点検
を実施し、不適切な
表示があった場合、
指導を行う。

適正表示の
調査店舗数

50店舗

（生衛）
夏期、年末食品一
斉取締り期間で大
型販売店を対象に
実施予定

（生衛）
287店舗

（生衛）
夏期、年末食品一
斉取締り期間で大
型販売店を対象に
実施予定

23
試験検査
による表
示の点検

保 医
(生衛)

流通段階の食品についは、販売
店での目視による点検だけでな
く、検査によって添加物、アレルゲ
ン、遺伝子組換え等の表示が適
正に行われているかを確認する。

315件を予定 102.5％
(323/315)

315件を予定

22

表示を行
う事業者
への監視
指導

県 生
(安心)
農 水

（農産・畜
産・林政・

水産）
保 医
(生衛)

定期的に製造施設や販売店へ立
入を行い、適正な表示が行われ
ているか、表示ミスや表示漏れを
起こさない管理体制が構築されて
いるかなどを確認する。また、原
産地表示の偽装などの通報等に
対しては、関係機関と連携し、必
要な調査を行い、事実関係に基
づいて厳正な対処を行う。

No 施策名 部局
岡山県食の安全・食育推進計画（R6～R11） 令和６年度（結果） 令和７年度（予定）

表示責任者等”実際に表示する事業者”に

ついてその表示を調査した件数
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